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 梨子地葵紋松竹唐草蒔絵婚礼道具の駕籠	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 左から梨子地葵紋松竹唐草蒔絵婚礼道具の提重箱	 































	 図	 ※3	 南蛮漆器	 左から IHS 木彫彩色箔押書見台・草木蒔絵螺鈿洋櫃	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 図	 ※5	 左から唐子ジャパニング書き物机・箆鷺ジャパニングゲリドン	 
                                            















	 	 	 	 	 	 






















	 	 	 	 	 	 
	 図	 ※6	 左から童子鹿蒔絵引き出し式脚付き沈箱	 
	 	 	 	 	 	 	 右上	 楼閣山水蒔絵扇形香合・右下楼閣山水蒔絵扇形脚付き沈箱	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 1-3	 三井家が発注した漆工芸品	 
	 
	 三井家発祥の地は伊勢・松阪とされる。三井家の家祖となる三井高利は 1622











図	 ※7	 江戸の三井越後屋呉服店の賑わい（奥村政信）	 






                                            
7 三井広報委員会	 (三井高利の越後屋	 ウェブサイトより)	  































                                            
9株式会社便利堂『華麗なる京蒔絵 三井家と象彦漆器』公益財団法人 三井文庫 

















	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※8	 両替年代記蒔絵硯箱	 
	 三井家に残る象彦の品々	 
	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 左から大堰川三船御遊蒔絵料紙硯箱・柳橋蒔絵冠卓	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 左から唐花文蒔絵手箱・宝相華蒔絵二重手箱	 
	 
















































































	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※9	 重悦の蒔絵下絵	 
	 

























	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※11	 平安百景リスト	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 図	 ※12	 《平安百景》より「長岡天神図」と長岡天神図粉本	 
	 	 	 	 



























































図	 ※14	 パリ万国博覧会の出展品左から貝合蒔絵重箱・松鷹蒔絵鼈甲巻煙草入	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図	 ※14 パリ万国博覧会の出展品左から籠目蒔絵六角香箱・名所蒔絵貝形香合	 
	 










も来場者は 720 万人を数えた。	 
	 	 	 	 
図	 ※15	 ウィーン万国博覧会の出展品左から秋草月蒔絵扇面形額	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・桜花文沈金扇形棚	 
                                            
10 『世紀の祭典 万国博覧会の美術』2005 年日本国際博覧会開催記念店、2005
年、19 頁 
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図	 ※15	 ウィーン万国博覧会の出展品左から平季武産女鳥に会図大香炉	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・七宝諫鼓鶏形大太鼓	 
	 





	 	 	 	 	 図	 ※16	 パリ万国博覧会の出展品左から肩輪車蒔絵螺鈿手箱	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・男山蒔絵硯箱・扇散蒔絵手箱	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 図	 ※16	 パリ万国博覧会の出展品左から沃懸地萩螺鈿香合	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・仏具蒔絵経箱・山水蒔絵鏡箱	 
	 
	 	 	 	 図	 ※16	 パリ万国博覧会の出展品	 八橋蒔絵螺鈿硯箱（尾形光琳）	 
	 
































































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※17	 京都迎賓館	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11	 内閣府	 京都迎賓館ウェブサイトより 















図	 ※18	 京都迎賓館の施工	 左から数奇屋大工・左官（中塗り土を塗る	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・竹小舞に荒壁土を塗る）	 
	 	 	 	 	 	 
	 
図	 ※18	 京都迎賓館の施工	 左から建具（仕口加工）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・截金物（鍍金された銅板に魚々子を打つ）	 




































第 2章	 大量生産品と小ロット商品	 
	 










昭和５２年に刊行された『工芸ニュース総集編』	 ※19 の Vol.5 軽工業デザイ
ンの巻のまえがきの記述を引用する。	 
	 




                                            














が際立って薄まっている。『工芸ニュース総集編』は、第 1 巻・I.D.	 栄光の 50
年代、第 2巻・工業デザインの歩み、第 3巻・家具デザイン I、第 4巻・家具デ








	 『工芸ニュース総集編』第 5 巻には、工芸に関る以下の記事が掲載されてい
る。	 
・ 東北の奉迎とその背景	 安倍郁二−1968−(Vol.36-3)	 
・ 現代における工芸の意義	 前田泰次-1956-(2-6)	 
・ スエーデンの手工芸と工業生産	 A・ハルト-1957-(25-6)	 
・ グッドデザインと日本のクラフト	 芳武茂介-1956-(24-6)	 
・ クラフト・デザインの芽生え	 -1967-(27-1)	 
・ 千筋模様のボール	 -1957-(25-5)	 
・ クラフトは村へ	 秋岡芳夫-1974-(41-3,4)	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 図	 ※20	 話題と成った書籍	 	 
左から MAKERS	 21 世紀の産業革命が始まる	 	 	 
	 	 	 Prototyping	 Lab「作りながら考える」ための Arduino 実践レシピ	 
	 	 	 ものづくり革命	 パーソナル・ファブリケーションの夜明け	 















































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※21	 デジタル・ファブリケーションの機器	 
左（3D	 Systems	 ProJet360）インクジェット粉末積層方式 3D プリンター。	 
中（3D	 Systems	 CubeX）熱溶解積層法の 3D プリンター。	 




	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※21	 デジタル・ファブリケーションの機器	 
左（Roland	 MODELA	 MDX-40A）ミリングマシン。	 
中（Roland	 monoFab	 MILLIG	 MACHINE	 SRM-20）ミリングマシン	 





	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※21	 デジタル・ファブリケーションの機器	 
左（Roland	 CAMM-1	 GS-24）デスクトップ型カッティングマシン。	 
中（DAVID	 SLS-3	 3D スキャナー）CCD カメラ方式 3D スキャナー	 


























の生産（1,500 万 7,033 台生産）を開始する。これだけの規模で生産することで
開発コストが１台あたりの単価に振り分けられるウエイトが減り低価格での提














































































	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 図	 ※22	 センチュリー・ロイヤル（宮内庁ウェブサイトより）	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第 3章	 「Crafted	 in	 KYOTO」	 
	 
1	 Crafted	 in	 KYOTO とは	 




































	 	 図	 ※24	 本体下部に描かれている鳥の図案になった屏風（六代目玉成作）	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※25	 意匠の検討過程	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 図	 ※26	 制作工程図	 
	 
	 	 ○生地の制作は楽器メーカーの生地職人に依頼	 
	 ○素材：ボディはマホガニー、ボディ上面がメイプル、ネックはマホガニー、	 


























図	 ※28	 ポリアセタールから削り出した簪	 	 	 図	 ※29	 3D データの簪	 
	 
	 櫛と一本櫛、二本櫛の 3 タイプのデザインを検討。200〜300 程展開したスケ






	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※30	 完成写真	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 図	 ※31	 基本サイズの図面	 5 種類を展開	 
	 
	 	 	 	 	 図	 ※32	 制作工程（左・生地	 中・ウレタン漆吹付	 右・乾燥）	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 図	 ※33	 展示・使用風景	 
	 
5	 Prototype	 D	 Smartphone	 Case	 
	 	 
	 iPod ケースやスマートフォンケースのデザインを行った。iPod は既存のシー
ルにデザインを施す検討である。このシリーズも和柄を中心に行った。季節感
を出す為に、桜や梅をモチーフにしたデザインや燕をモチーフにしたデザイン













	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※34	 デザイン検討図	 
	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ※35	 スマートフォンケースの展開	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第 4章	 これから世界に向けての「Crafted	 in	 KYOTO」	 
	 	 
	 1	 漆金高蒔絵 Bass（Violin	 type	 solid	 Bass）—本研究に関わる実施作品—	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 図	 ※38	 鯉のモチーフ（四代目玉泉作）	 
	 デザインは鯉と桜をモチーフに選んだ。4代玉泉のシカゴ万国博覧会で出品し
た鯉※10 をモチーフにしたかったからである。	 
	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※39	 デザイン検討図（京都・工房）	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 図	 ※40	 木地の削り出し（東京・工房）	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※41	 木地完成（東京・工房）	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 図	 ※42	 木地の確認と塗り分けのマスキング（京都・工房）	 
	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※43	 中塗りと螺鈿位置検証（高岡・工房）	 
	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※44	 上塗りと呂色検証（高岡・工房）	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 図	 ※45	 金蒔絵おきめ（金沢・工房）	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※46	 平蒔絵（金沢・工房）	 
	 





	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※48	 炭粉子上げと漆上げと目を埋込	 （金沢・工房）	 
	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※49	 最後の漆上げ	 （金沢・工房）	 
	 
	 




	 	 図	 ※51	 桜に梨子地漆、鯉のヒレに骨描き焼丸 6号、鱗は焼丸 8号	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 ぼかしは焼丸 10 号濃い部分は焼丸 8号	 （金沢・工房）	 
	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※52 黒呂色漆と木地と呂色漆を塗込	 （金沢・工房）	 
	 
	 







	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※54	 曲水の描上	 （金沢・工房）	 
	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※55	 曲水の描上	 （金沢・工房）	 
	 
	 




	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※57	 完成写真	 （金沢・工房）	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 図	 ※58	 完成写真	 （金沢・工房）	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 図	 ※59	 完成写真	 （金沢・工房）	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 図	 ※60	 最終図案（京都・工房）	 
	 
	 船体は長さ 3,900 の幅 900 の FRP 製である。	 
	 








	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※62	 FRP 型の調整	 （高岡・工房）	 
	 	 
	 













	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※64	 磨きと下地塗装、仮組	 （高岡・工房）	 
	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※65	 完成写真	 （高岡・工房）	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 図	 ※66	 完成写真	 （高岡・工房）	 
	 
	 













	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※68	 最終図案（京都・工房）	 
	 	 	 	 	 	 





	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 





	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※71	 完成写真（京都・工房）	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 図	 ※72	 デザイン検討図（京都・工房）	 
	 	 	 





















	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※75	 完成写真	 （金沢・工房）	 
	 
	 	 





	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※77	 完成写真	 （金沢・工房）	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 5	 祇園お茶屋の花器—本研究に関わる実施作品—	 
	 
	 








	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図	 ※78	 3D デザイン検討図（京都・工房）	 
	 





	 	 	 	 図	 ※80	 ミーリングマシーンによる素材の削り出し（高岡・工房）	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